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〔
省

令
〕

〇
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
厚
生
労
働
一
四
九
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第

四
条
第
五
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
要
指
導
医
薬
品

の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
厚
生
労
働
三
七
六
）

〇
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第

四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
同
三
七
七
）

〇
令
和
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
三
十

六
号
の
一
部
を
改
正
す
る
件（
同
三
七
八
）

〇
令
和
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
三
十

七
号
の
一
部
を
改
正
す
る
件（
同
三
七
九
）

〇
有
機
藻
類
の
日
本
農
林
規
格
の
一
部
を
改

正
す
る
件
（
農
林
水
産
一
六
〇
三
）

〇
有
機
藻
類
に
つ
い
て
の
生
産
行
程
管
理
者

の
認
証
の
技
術
的
基
準
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
同
一
六
〇
四
）

〇
有
機
藻
類
に
つ
い
て
の
小
分
け
業
者
の
認

証
の
技
術
的
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
一
六
〇
五
）

〇
有
機
藻
類
の
生
産
行
程
に
つ
い
て
の
検
査

方
法
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
一
六
〇
六
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
第
四
十
五
回
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
に
御
臨
席
に
な
る
件

（
宮
内
庁
一
二
）

〇
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
箱
根
小
田
原
か
ら
く
り
細
工

を
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
指
定
し
た
件

（
経
済
産
業
一
三
三
）

〇
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
京
竹
工
芸
を
伝
統
的
工
芸
品

と
し
て
指
定
し
た
件
（
同
一
三
四
）

〇
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
京
七
宝
を
伝
統
的
工
芸
品
と

し
て
指
定
し
た
件
（
同
一
三
五
）

〇
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
指
定

し
た
件
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
同
一
三
六
〜
一
三
九
）

〇
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
規
程
及
び
事

業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
件

（
国
土
交
通
一
二
九
一
）

〇
運
輸
審
議
会
か
ら
答
申
が
あ
っ
た
件

（
同
一
二
九
二
、
一
二
九
三
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

国
家
公
安
委
員
会

警
察
庁

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
省
告
示
配
一
五
九
）

除
籍
が
滅
失
し
た
件
（
同
一
六
〇
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁金

融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
保
証
金
取
戻

し
、
第
三
者
所
有
物
の
没
収
、
財
団
、
証

票
無
効
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
再
生
、
所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他
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省

令

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

第
十
五
条
の
四
の
三

（
略
）

第
十
五
条
の
四
の
三

（
略
）

第
十
五
条
の
四
の
四

第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一

号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
令
和
八
年

熊
本
地
震
に
伴
う
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
、
急
激

に
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
が

行
う
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し
熊
本
県
の
区
域

内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
お
け
る
第
百
二
条
の
三

第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
対
象
被
保
険
者
の

休
業
等
（
同
項
第
二
号
イ

の
対
象
期
間
の
初
日

が
令
和
八
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
起
算
し
て
六
月

が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の
に
限
る
。）

に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。

（
新
設
）

（
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

（
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
五
条
の
四
の
五

（
略
）

第
十
五
条
の
四
の
四

（
略
）

（
削
除
）

第
十
五
条
の
四
の
五

第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
一

号
イ
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
令
和
八
年

熊
本
地
震
に
伴
う
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
、
急
激

に
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
が

行
う
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し
熊
本
県
の
区
域

内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
お
け
る
第
百
二
条
の
三

第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
対
象
被
保
険
者
の

休
業
等
（
同
項
第
二
号
イ

の
対
象
期
間
の
初
日

が
令
和
八
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
起
算
し
て
六
月

が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の
に
限
る
。）

に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。

第
十
五
条
の
四
の
六

第
百
二
条
の
三
の
三
の
産
業

雇
用
安
定
助
成
金
と
し
て
、
同
条
に
規
定
す
る
も

の
の
ほ
か
、
当
分
の
間
、
令
和
八
年
熊
本
地
震
災

害
特
例
人
材
確
保
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
を
支
給
す

る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

２

令
和
八
年
熊
本
地
震
災
害
特
例
人
材
確
保
支
援

コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
事
業
主

に
対
し
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し
熊
本
県
内
に
所

在
す
る
事
業
所
の
事
業
主
の
う
ち
、
当
該
地
震

に
伴
う
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
、
当
該
事
業
所

に
お
い
て
、
急
激
に
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
事
業
主
で
あ
つ
て
、
あ
ら
か
じ
め

出
向
を
さ
せ
た
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
出
向
先
事
業
主
」
と
い

う
。）と
出
向
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
、
雇
用

す
る
被
保
険
者
（
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け

出
た
出
向
計
画
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
五
項
に

お
い
て
「
出
向
計
画
」
と
い
う
。）に
基
づ
き
出

向
先
事
業
主
が
行
う
事
業
に
当
該
出
向
し
た
者

が
従
事
す
る
事
業
所
に
お
け
る
当
該
従
事
す
る

期
間
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
出

向
期
間
」
と
い
う
。）の
初
回
の
出
向
を
し
た
日

の
前
日
に
お
い
て
当
該
事
業
主
に
被
保
険
者
と

し
て
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
た
期
間
が
六
箇
月
未

満
で
あ
る
被
保
険
者
、
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被

保
険
者
等
（
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
そ

の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
（
当
該
解
雇
そ
の
他
離

職
の
日
の
翌
日
に
お
い
て
安
定
し
た
職
業
に
就

く
こ
と
が
明
ら
か
な
者
を
除
く
。）を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
日
雇
労
働
被

保
険
者
を
除
く
。
第
七
項
に
お
い
て
「
出
向
元

事
業
所
被
保
険
者
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
次
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
出
向
を
さ
せ
、
当
該
出

向
を
し
た
者
に
係
る
出
向
の
状
況
及
び
出
向
を

し
た
者
の
賃
金
に
つ
い
て
の
負
担
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
も
の
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て「
出
向
元
事
業
主
」と
い
う
。）

イ

出
向
期
間
の
初
日
が
令
和
八
年
十
月
一
日

か
ら
令
和
九
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
あ

る
出
向
で
あ
つ
て
、
当
該
出
向
の
期
間
が
一

箇
月
以
上
の
期
間
で
あ
り
、
か
つ
出
向
を
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま

で
の
間
に
終
了
し
、
当
該
出
向
の
終
了
後
出

向
元
事
業
主
の
当
該
出
向
に
係
る
事
業
所
に

復
帰
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

令和年月日 木曜日 第号官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
九
号

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
六
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
保
険
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎





ロ

出
向
期
間
に
お
け
る
通
常
賃
金
の
額
が
、

お
お
む
ね
そ
の
者
の
出
向
前
に
お
け
る
通
常

賃
金
の
額
に
相
当
す
る
額
で
あ
る
こ
と
。

ハ

出
向
の
時
期
、
出
向
の
対
象
と
な
る
労
働

者
の
範
囲
そ
の
他
出
向
の
実
施
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
出
向
元
事
業
主

と
当
該
出
向
元
事
業
主
の
当
該
出
向
に
係
る

事
業
所
の
労
働
組
合
等
と
の
間
に
書
面
に
よ

る
協
定
が
な
さ
れ
、
当
該
協
定
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

ニ

出
向
を
し
た
者
の
同
意
を
得
た
も
の
で
あ

る
こ
と
。

ホ

出
向
計
画
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

あ
ら
か
じ
め
出
向
元
事
業
主
と
出
向
に
関
す

る
契
約
を
締
結
し
た
出
向
先
事
業
主
で
あ
つ

て
、
雇
い
入
れ
た
者
に
係
る
出
向
の
状
況
及
び

雇
い
入
れ
た
者
の
賃
金
に
つ
い
て
の
具
体
的
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
も

の

３

令
和
八
年
熊
本
地
震
災
害
特
例
人
材
確
保
支
援

コ
ー
ス
奨
励
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

業
主
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額

と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主

当
該
事

業
主
が
同
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
出
向
を
し
た
者（
第
五
項
に
お
い
て「
出

向
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。）に
係
る
令
和
九

年
九
月
三
十
日
ま
で
の
出
向
期
間
（
以
下
こ
の

項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
支
給
対
象
期
間
」
と

い
う
。）に
お
け
る
賃
金
に
つ
い
て
同
号
の
契
約

に
基
づ
い
て
負
担
し
た
額
（
当
該
額
及
び
出
向

先
事
業
主
が
同
号
の
契
約
に
基
づ
い
て
負
担
し

た
額
の
合
計
額
が
、
出
向
前
に
お
け
る
通
常
賃

金
に
支
給
対
象
期
間
の
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

を
超
え
る
場
合
は
、
出
向
前
に
お
け
る
通
常
賃

金
に
支
給
対
象
期
間
の
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

に
、
出
向
契
約
に
お
い
て
出
向
元
事
業
主
が
負

担
し
た
額
を
当
該
合
計
額
で
除
し
て
得
た
率
を

乗
じ
て
得
た
額
）
の
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事

業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
の
額

二

前
項
第
二
号
に
該
当
す
る
事
業
主

当
該
事

業
主
が
支
給
対
象
期
間
に
お
け
る
賃
金
に
つ
い

て
同
号
の
契
約
に
基
づ
い
て
負
担
し
た
額
（
当

該
額
及
び
出
向
元
事
業
主
が
同
号
の
契
約
に
基

づ
い
て
負
担
し
た
額
の
合
計
額
が
、
出
向
前
に

お
け
る
通
常
賃
金
に
支
給
対
象
期
間
の
日
数
を

乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る
場
合
は
、
出
向
前
に

お
け
る
通
常
賃
金
に
支
給
対
象
期
間
の
日
数
を

乗
じ
て
得
た
額
に
、
出
向
契
約
に
お
い
て
出
向

先
事
業
主
が
負
担
し
た
額
を
当
該
合
計
額
で
除

し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
の
三
分
の
二

（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、五
分
の
四
）

の
額

４

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
一
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
及
び
同
項

第
二
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額

の
合
計
額
が
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
に
支
給
対

象
期
間
の
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
基
本
手
当
支
給
対
象
額
」
と
い
う
。）

を
超
え
る
場
合
に
は
、
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る

額
は
、
同
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ

る
額
に
基
本
手
当
支
給
対
象
額
を
乗
じ
て
得
た
額

を
当
該
合
計
額
で
除
し
て
得
た
額
と
し
、
同
項
第

二
号
に
規
定
す
る
額
は
、
同
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
に
基
本
手
当
支
給
対
象
額

を
乗
じ
て
得
た
額
を
当
該
合
計
額
で
除
し
て
得
た

額
と
す
る
。

５

第
二
項
第
二
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
す
る

令
和
八
年
熊
本
地
震
災
害
特
例
人
材
確
保
支
援

コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
一
の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の

年
度
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
人
数
ま
で
支

給
す
る
。

一

当
該
年
度
の
初
回
の
出
向
計
画
の
提
出
日
の

前
日
に
お
け
る
出
向
対
象
被
保
険
者
を
雇
い
入

れ
る
事
業
所
に
お
い
て
雇
用
す
る
被
保
険
者

（
当
該
事
業
所
の
事
業
主
に
被
保
険
者
と
し
て

継
続
し
て
雇
用
さ
れ
た
期
間
が
六
箇
月
未
満
で

あ
る
被
保
険
者
、
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険

者
等
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
を
除
く
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て「
出
向
先
事
業
所
被
保
険
者
」

と
い
う
。）の
数
が
十
人
未
満
の
場
合

十
人

令和年月日 木曜日 第号官 報



二

出
向
先
事
業
所
被
保
険
者
の
数
が
十
人
以
上

五
百
人
未
満
の
場
合

出
向
先
事
業
所
被
保
険

者
数

三

出
向
先
事
業
所
被
保
険
者
の
数
が
五
百
人
以

上
の
場
合

五
百
人

６

令
和
八
年
熊
本
地
震
災
害
特
例
人
材
確
保
支
援

コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
出
向
元
事
業
主
が
、
他
の
事

業
主
に
係
る
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
の
給
付
金

で
あ
つ
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
雇
入
れ
促
進
給
付
金
」
と
い

う
。）の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
を
出
向
又
は
あ
つ

せ
ん
に
よ
り
雇
い
入
れ
て
い
る
場
合
（
当
該
被
保

険
者
に
係
る
雇
入
れ
促
進
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る

場
合
に
限
る
。）に
お
い
て
、
当
該
雇
入
れ
促
進
給

付
金
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
の
従
事
す
る
自
己

の
事
業
所
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
出
向
を
さ
せ
た

と
き
は
、
当
該
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
支
給
し

な
い
。

７

令
和
八
年
熊
本
地
震
災
害
特
例
人
材
確
保
支
援

コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
出
向
先
事
業
主
が
、
出
向
元

事
業
所
被
保
険
者
の
雇
入
れ
の
際
に
当
該
出
向
元

事
業
所
被
保
険
者
が
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
自
己

の
事
業
所
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
出
向
を
さ
せ
て

い
た
場
合
（
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
の
給
付
金

で
あ
つ
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
が
支
給

さ
れ
る
場
合
に
限
る
。）に
お
い
て
、
第
百
二
条
の

三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
又
は
雇

入
れ
の
あ
つ
せ
ん
を
行
つ
て
い
た
と
き
は
、
支
給

し
な
い
。

８

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
令
和
八
年
熊
本
地
震
災
害
特
例
人
材
確
保
支

援
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
国
等
に
対
し
て
は
、
支
給

し
な
い
も
の
と
す
る
。

９

第
百
二
十
条
の
二
及
び
第
百
四
十
条
の
三
の
規

定
は
、
令
和
八
年
熊
本
地
震
災
害
特
例
人
材
確
保

支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
中「
雇

用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
五
条
の
四

の
六
の
規
定
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
以
降
の
出
向
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
十
五
条
の
四
の
六
第
二
項
の
規
定
」
と
、「
雇
用

関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
八
年
熊
本

地
震
災
害
特
例
人
材
確
保
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金

は
」
と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
」
と
あ
る
の

は
「
事
業
主
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
雇
用
関
係

助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五

条
の
四
の
六
第
二
項
の
規
定
」
と
、「
雇
用
関
係
助

成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
八
年
熊
本
地
震
災

害
特
例
人
材
確
保
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
は
」
と
、

「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
事

業
主
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金

関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
四

の
六
第
二
項
の
規
定
」
と
、「
と
い
う
。）又
は
訓
練

を
行
つ
た
機
関
（
以
下
「
訓
練
機
関
」と
い
う
。）」

と
あ
る
の
は
「
と
い
う
。）」
と
、「
代
理
人
等
又
は

訓
練
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
代
理
人
等
」
と
、「
雇

用
関
係
助
成
金
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
八
年
熊
本

地
震
災
害
特
例
人
材
確
保
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
」

と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
」と
あ
る
の
は「
事

業
主
」
と
、
第
百
四
十
条
の
三
第
一
項
中
「
第
百

二
十
条
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
及
び
第
百

三
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助

成
金
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
八
年
熊
本
地
震
災
害

特
例
人
材
確
保
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
」
と
、
同
条

第
二
項
中
「
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
」
と
あ
る

の
は
「
代
理
人
等
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
」
と

あ
る
の
は
「
令
和
八
年
熊
本
地
震
災
害
特
例
人
材

確
保
支
援
コ
ー
ス
奨
励
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

法

規

的

告

示

令和年月日 木曜日 第号官 報

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
七
十
六
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
四
条
第
五
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等

に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
五
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
要
指
導
医
薬
品
（
平
成
二
十
六

年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎





（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安

全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法

律
第
百
四
十
五
号
）
第
四
条
第
五
項
第
三
号
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
要
指
導
医
薬

品
は
、
次
に
掲
げ
る
医
薬
品
と
す
る
。

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安

全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法

律
第
百
四
十
五
号
）
第
四
条
第
五
項
第
三
号
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
要
指
導
医
薬

品
は
、
次
に
掲
げ
る
医
薬
品
と
す
る
。

一

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及

び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第

五
項
第
三
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
医
薬
品
で

あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
、
そ
の
水
和
物
及

び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て
含
有
す

る
製
剤

一

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及

び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第

五
項
第
三
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
医
薬
品
で

あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
、
そ
の
水
和
物
及

び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て
含
有
す

る
製
剤

〜

（
略
）

〜

（
略
）

ビ
ラ
ス
チ
ン

（
新
設
）

〜

（
略
）

〜

（
略
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

次
に
掲
げ
る
医
薬
品
（
専
ら
疾
病
の
診
断
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
で
あ
っ

て
、
人
の
身
体
に
直
接
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も

の
を
除
く
。）

次
に
掲
げ
る
医
薬
品
（
専
ら
疾
病
の
診
断
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
で
あ
っ

て
、
人
の
身
体
に
直
接
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も

の
を
除
く
。）

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

次
に
掲
げ
る
も
の
、
そ
の
誘
導
体
、
そ
れ
ら
の

水
和
物
及
び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て

含
有
す
る
製
剤
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
殺

そ
剤
を
除
く
。）。
た
だ
し
、
二
以
上
の
有
効
成
分

を
含
有
す
る
製
剤
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
に
限
る
。

八

次
に
掲
げ
る
も
の
、
そ
の
誘
導
体
、
そ
れ
ら
の

水
和
物
及
び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て

含
有
す
る
製
剤
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
殺

そ
剤
を
除
く
。）。
た
だ
し
、
二
以
上
の
有
効
成
分

を
含
有
す
る
製
剤
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
に
限
る
。

〜
(879)

（
略
）

〜
(879)

（
略
）

（
削
る
）

(880)

ビ
ラ
ス
チ
ン

(880)
〜
(1289)

（
略
）

(881)
〜
(1290)

（
略
）

九

（
略
）

九

（
略
）

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
一
号
関
係
）

地
方
公
共
団
体

機
能
要
件
の
標
準
又
は
帳
票
要
件

の
標
準

北
海
道
札
幌
市
、
北
海
道
北
見
市
、
北
海
道
北
広
島
市
、北
海
道
月
形
町
、

北
海
道
美
深
町
、
北
海
道
美
幌
町
、
北
海
道
津
別
町
、
北
海
道
遠
軽
町
、

北
海
道
別
海
町
、
北
海
道
標
津
町
、
岩
手
県
雫
石
町
、福
島
県
二
本
松
市
、

福
島
県
川
俣
町
、
茨
城
県
筑
西
市
、
栃
木
県
益
子
町
、
栃
木
県
茂
木
町
、

群
馬
県
高
崎
市
、
群
馬
県
桐
生
市
、
群
馬
県
伊
勢
崎
市
、群
馬
県
太
田
市
、

群
馬
県
藤
岡
市
、
群
馬
県
安
中
市
、
群
馬
県
み
ど
り
市
、群
馬
県
榛
東
村
、

群
馬
県
吉
岡
町
、
群
馬
県
神
流
町
、
群
馬
県
中
之
条
町
、
群
馬
県
東
吾
妻

町
、
群
馬
県
明
和
町
、
群
馬
県
千
代
田
町
、
群
馬
県
大
泉
町
、
群
馬
県
邑

楽
町
、
埼
玉
県
行
田
市
、
埼
玉
県
秩
父
市
、
埼
玉
県
戸
田
市
、
埼
玉
県
坂

戸
市
、
埼
玉
県
鳩
山
町
、
埼
玉
県
と
き
が
わ
町
、
埼
玉
県
神
川
町
、
埼
玉

県
寄
居
町
、
東
京
都
墨
田
区
、
東
京
都
品
川
区
、
東
京
都
中
野
区
、
神
奈

川
県
鎌
倉
市
、
岐
阜
県
羽
島
市
、
静
岡
県
森
町
、
愛
知
県
東
郷
町
、
京
都

府
亀
岡
市
、
兵
庫
県
明
石
市
、
兵
庫
県
伊
丹
市
、
和
歌
山
県
有
田
市
、
鳥

取
県
智
頭
町
、
鳥
取
県
日
南
町
、
島
根
県
出
雲
市
、
岡
山
県
総
社
市
、
岡

山
県
勝
央
町
、
山
口
県
長
門
市
、
徳
島
県
阿
波
市
、
徳
島
県
牟
岐
町
、
高

知
県
高
知
市
、
高
知
県
南
国
市
、
高
知
県
須
崎
市
、
佐
賀
県
多
久
市

告
示
別
表
第
一
の
0380001の

項
、

0380002の
項
、
0380036の

項
、

0380045の
項
、
0380046の

項
、

0380048の
項
、
0380049の

項
及

び
0380308の

項
の
機
能
要
件
の

欄
に
掲
げ
る
機
能
要
件
並
び
に
告

示
別
表
第
二
の
0380041の

項
、

0380311の
項
及
び
0380312の

項
の
帳
票
要
件
の
欄
に
掲
げ
る
帳
票

要
件

北
海
道
岩
見
沢
市
、
北
海
道
鷹
栖
町
、
北
海
道
当
麻
町
、北
海
道
比
布
町
、

北
海
道
美
瑛
町
、
北
海
道
礼
文
町
、
北
海
道
利
尻
町
、
北
海
道
利
尻
富
士

町
、
青
森
県
弘
前
市
、
青
森
県
三
沢
市
、
岩
手
県
盛
岡
市
、
岩
手
県
宮
古

市
、
岩
手
県
葛
巻
町
、
宮
城
県
大
河
原
町
、
宮
城
県
丸
森
町
、
宮
城
県
亘

理
町
、
宮
城
県
山
元
町
、
宮
城
県
大
和
町
、
秋
田
県
横
手
市
、
秋
田
県
仙

北
市
、
山
形
県
酒
田
市
、
山
形
県
寒
河
江
市
、
山
形
県
金
山
町
、
山
形
県

最
上
町
、
山
形
県
舟
形
町
、
山
形
県
大
蔵
村
、
山
形
県
鮭
川
村
、
山
形
県

遊
佐
町
、
福
島
県
白
河
市
、
福
島
県
田
村
市
、
福
島
県
南
相
馬
市
、
福
島

県
桑
折
町
、
福
島
県
天
栄
村
、
福
島
県
猪
苗
代
町
、
福
島
県
泉
崎
村
、
福

島
県
中
島
村
、
福
島
県
玉
川
村
、
福
島
県
浪
江
町
、
茨
城
県
水
戸
市
、
茨

城
県
古
河
市
、
茨
城
県
結
城
市
、
茨
城
県
取
手
市
、
茨
城
県
牛
久
市
、
茨

城
県
坂
東
市
、
茨
城
県
阿
見
町
、
茨
城
県
境
町
、
埼
玉
県
狭
山
市
、
埼
玉

県
草
加
市
、
埼
玉
県
新
座
市
、
埼
玉
県
吉
見
町
、
埼
玉
県
松
伏
町
、
千
葉

県
習
志
野
市
、
千
葉
県
柏
市
、
東
京
都
千
代
田
区
、
東
京
都
文
京
区
、
東

京
都
台
東
区
、
東
京
都
大
田
区
、
東
京
都
北
区
、
東
京
都
江
戸
川
区
、
東

京
都
昭
島
市
、
東
京
都
東
村
山
市
、
東
京
都
清
瀬
市
、
東
京
都
稲
城
市
、

東
京
都
あ
き
る
野
市
、
東
京
都
新
島
村
、東
京
都
御
蔵
島
村
、東
京
都
青
ヶ

島
村
、
東
京
都
小
笠
原
村
、
神
奈
川
県
小
田
原
市
、
神
奈
川
県
秦
野
市
、

新
潟
県
弥
彦
村
、
愛
知
県
岡
崎
市
、
愛
知
県
瀬
戸
市
、愛
知
県
春
日
井
市
、

令和年月日 木曜日 第号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
七
十
七
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に

関
す
る
法
律
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省

告
示
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
た
だ
し
、
ビ
ラ
ス
チ
ン
、
そ
の
誘
導
体
、
そ
れ
ら
の
水

和
物
及
び
そ
れ
ら
の
塩
類
を
有
効
成
分
と
し
て
含
有
す
る
製
剤
で
あ
っ
て
、
令
和
九
年
四
月
二
十
一
日
以
前
に
現
に
存

し
、
か
つ
、
そ
の
添
付
す
る
文
書
に
同
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
医
薬
品
（
以
下
「
処
方
箋
医
薬

品
」
と
い
う
。）で
あ
る
旨
の
記
載
が
あ
り
、
又
は
そ
の
容
器
若
し
く
は
被
包
（
内
袋
を
含
む
。）に
処
方
箋
医
薬
品
で
あ

る
旨
の
表
示
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
記
載
及
び
表
示
に
関
す
る
限
り
、
同
法
第
五
十
四
条
（
第
一
号
に

係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
七
十
八
号

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
標
準
化
対
象
事
務
を
定
め
る

政
令
に
規
定
す
る
デ
ジ
タ
ル
庁
令
・
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
命
令
第
七
条
第
三
号
に
規
定
す
る
事
務
の
処

理
に
係
る
シ
ス
テ
ム
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
等
に
関
す
る
標
準
化
基
準
を
定
め
る
省
令
（
令
和
八
年
厚
生
労
働
省
令
第

九
十
七
号
）
附
則
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
三
十
六
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎





愛知県小牧市、三重県伊勢市、三重県名張市、三重県尾鷲市、
三重県鳥羽市、三重県熊野市、三重県多気町、三重県明和町、
三重県玉城町、三重県度会町、三重県大紀町、三重県南伊勢町、
三重県紀宝町、滋賀県東近江市、京都府宮津市、京都府井手町、
京都府笠置町、京都府京丹波町、京都府伊根町、京都府与謝野
町、大阪府吹田市、大阪府泉大津市、大阪府高槻市、大阪府茨
木市、大阪府富田林市、大阪府箕面市、大阪府能勢町、大阪府
河南町、兵庫県西宮市、兵庫県芦屋市、兵庫県豊岡市、兵庫県
神河町、兵庫県佐用町、兵庫県新温泉町、奈良県御所市、奈良
県香芝市、奈良県葛城市、奈良県平群町、奈良県川西町、奈良
県田原本町、奈良県高取町、奈良県明日香村、奈良県上牧町、
奈良県広陵町、奈良県河合町、奈良県吉野町、奈良県下市町、
奈良県黒滝村、奈良県天川村、奈良県野迫川村、奈良県十津川
村、奈良県下北山村、奈良県上北山村、奈良県川上村、奈良県
東吉野村、和歌山県田辺市、和歌山県有田川町、和歌山県美浜
町、和歌山県日高町、和歌山県由良町、和歌山県上富田町、和
歌山県古座川町、和歌山県北山村、和歌山県串本町、島根県浜
田市、島根県益田市、島根県大田市、島根県津和野町、岡山県
倉敷市、岡山県玉野市、岡山県井原市、岡山県高梁市、岡山県
新見市、岡山県備前市、岡山県里庄町、広島県呉市、広島県海
田町、広島県坂町、広島県安芸太田町、広島県北広島町、山口
県下松市、山口県岩国市、山口県光市、愛媛県八幡浜市、愛媛
県西条市、愛媛県上島町、愛媛県久万高原町、愛媛県砥部町、
愛媛県松野町、福岡県大牟田市、福岡県久留米市、福岡県豊前
市、福岡県福津市、福岡県筑前町、福岡県東峰村、福岡県添田
町、福岡県赤村、福岡県吉富町、福岡県築上町、佐賀県小城市、
佐賀県太良町、長崎県小値賀町、長崎県佐々町、熊本県宇土市、
熊本県上天草市、熊本県宇城市、熊本県阿蘇市、熊本県合志市、
熊本県美里町、熊本県南関町、熊本県大津町、熊本県菊陽町、
熊本県南小国町、熊本県小国町、熊本県産山村、熊本県高森町、
熊本県西原村、熊本県南阿蘇村、熊本県御船町、熊本県甲佐町、
熊本県山都町、熊本県氷川町、熊本県芦北町、熊本県津奈木町、
熊本県多良木町、熊本県湯前町、熊本県五木村、熊本県あさぎ
り町、大分県佐伯市、宮崎県日向市、宮崎県門川町、宮崎県高
千穂町、宮崎県五ヶ瀬町、鹿児島県阿久根市、鹿児島県曽於市、
鹿児島県長島町、鹿児島県湧水町、鹿児島県東串良町、鹿児島
県肝付町、鹿児島県南種子町、鹿児島県屋久島町、沖縄県国頭
村、沖縄県嘉手納町、沖縄県北谷町、沖縄県北中城村、沖縄県
久米島町

告示別表第一の0380268の項、
0380272の項、0380294の項、
0380297の項、0380298の項、
0380299の項、0380309の項及
び0380310の項の機能要件の
欄に掲げる機能要件並びに告
示別表第二の0380280の項、
0380301の項、0380311の項及
び0380312の項の帳票要件の
欄に掲げる帳票要件

別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表

地方公共団体 適用日

北海道壮瞥町、青森県八戸市、秋田県秋田市、秋田県大館市、福島県
鮫川村、栃木県さくら市、千葉県市原市、千葉県八千代市、千葉県九
十九里町、東京都練馬区、長野県伊那市、長野県駒ヶ根市、長野県辰
野町、長野県箕輪町、長野県飯島町、長野県南箕輪村、長野県中川村、
長野県宮田村、京都府宇治市、大阪府八尾市、大阪府寝屋川市、大阪
府河内長野市、兵庫県洲本市、兵庫県三田市、兵庫県多可町、鳥取県
日吉津村、岡山県津山市、岡山県美作市、岡山県早島町、広島県三次
市、広島県庄原市、広島県神石高原町、愛媛県宇和島市、愛媛県西予
市、愛媛県鬼北町

令和９年４月１日

北海道安平町、北海道浦幌町、青森県六ヶ所村、福島県塙町、栃木県
鹿沼市、栃木県大田原市、栃木県那須烏山市、栃木県高根沢町、群馬
県下仁田町、埼玉県所沢市、埼玉県越谷市、千葉県船橋市、東京都新
宿区、東京都豊島区、東京都調布市、神奈川県横須賀市、新潟県新潟
市、新潟県粟島浦村、石川県金沢市、山梨県北杜市、山梨県昭和町、
岐阜県岐阜市、静岡県沼津市、静岡県御殿場市、愛知県刈谷市、滋賀
県大津市、大阪府枚方市、兵庫県西脇市、奈良県大淀町、和歌山県海
南市、鳥取県境港市、鳥取県岩美町、鳥取県若桜町、鳥取県八頭町、
鳥取県三朝町、鳥取県伯耆町、鳥取県日野町、島根県松江市、島根県
飯南町、岡山県真庭市、岡山県新庄村、岡山県鏡野町、岡山県奈義町、
岡山県西粟倉村、岡山県久米南町、岡山県美咲町、広島県安芸高田市、
香川県綾川町、愛媛県四国中央市、福岡県北九州市、福岡県大野城市、
福岡県宗像市、長崎県松浦市、熊本県八代市、宮崎県宮崎市、鹿児島
県薩摩川内市

令和10年４月１日

福島県棚倉町、栃木県宇都宮市、栃木県足利市、栃木県下野市、栃木
県塩谷町、埼玉県さいたま市、千葉県市川市、千葉県山武市、神奈川
県川崎市、新潟県三条市、新潟県魚沼市、長野県松本市、愛知県一宮
市、和歌山県紀美野町、鳥取県鳥取市、鳥取県湯梨浜町、岡山県笠岡
市、香川県さぬき市、福岡県福岡市、熊本県熊本市

令和11年４月１日

山形県大石田町、福島県須賀川市、福島県下郷町、福島県南会津町、
福島県浅川町、栃木県小山市、埼玉県三芳町、神奈川県海老名市、神
奈川県座間市、山梨県市川三郷町、山梨県早川町、山梨県身延町、山
梨県南部町、山梨県富士川町、静岡県西伊豆町、鳥取県北栄町、徳島
県徳島市、愛媛県松山市

令和12年４月１日

山形県真室川町、福島県檜枝岐村、栃木県佐野市、埼玉県入間市、埼
玉県横瀬町、大阪府泉南市 令和13年４月１日

令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 六 百 三 号

日 本 農 林 規 格 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 七 十 五 号 ） 第 五 条 に お い て 準 用 す る 同 法 第 三

条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 有 機 藻 類 の 日 本 農 林 規 格 （ 令 和 三 年 農 林 水 産 省 告 示 第 二 千 七 十 四 号 ）（ Ｊ Ａ

Ｓ 〇 〇 一 八 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 し 、 同 法 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 公 示 し 、 令 和 八 年 十

一 月 二 十 一 日 か ら 施 行 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 二 日 農 林 水 産 大 臣 武 部 新

（ 「 次 の よ う 」 は 、 省 略 し 、 そ の 関 係 書 類 を 農 林 水 産 省 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 す る 。 ）

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 六 百 四 号

日 本 農 林 規 格 等 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 令 和 四 年 財 務 省 ・ 農 林 水 産 省 令 第 三 号 ） 第 二 十 五 条 （ 同 令

第 五 十 九 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に 基 づ き 、 有 機 藻 類 に つ い て の 生 産 行 程 管 理 者 の 認

証 の 技 術 的 基 準 （ 令 和 三 年 農 林 水 産 省 告 示 第 二 千 七 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 し 、 令 和 八 年 十

一 月 二 十 一 日 か ら 施 行 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 二 日 農 林 水 産 大 臣 武 部 新

（ 「 次 の よ う 」 は 、 省 略 し 、 そ の 関 係 書 類 を 農 林 水 産 省 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 す る 。 ）

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 六 百 五 号

日 本 農 林 規 格 等 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 令 和 四 年 財 務 省 ・ 農 林 水 産 省 令 第 三 号 ） 第 二 十 五 条 （ 同 令

第 五 十 九 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に 基 づ き 、 有 機 藻 類 に つ い て の 小 分 け 業 者 の 認 証 の

技 術 的 基 準 （ 令 和 三 年 農 林 水 産 省 告 示 第 二 千 八 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 し 、 令 和 八 年 十 一 月

二 十 一 日 か ら 施 行 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 二 日 農 林 水 産 大 臣 武 部 新

（ 「 次 の よ う 」 は 、 省 略 し 、 そ の 関 係 書 類 を 農 林 水 産 省 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 す る 。 ）

〇 厚 生 労 働 省 告 示 第 三 百 七 十 九 号

地 方 公 共 団 体 情 報 シ ス テ ム の 標 準 化 に 関 す る 法 律 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 標 準 化 対 象 事 務 を 定 め る

政 令 に 規 定 す る デ ジ タ ル 庁 令 ・ 総 務 省 令 で 定 め る 事 務 を 定 め る 命 令 第 七 条 第 三 号 に 規 定 す る 事 務 の 処

理 に 係 る シ ス テ ム に 必 要 と さ れ る 機 能 等 に 関 す る 標 準 化 基 準 を 定 め る 省 令 （ 令 和 八 年 厚 生 労 働 省 令 第

九 十 七 号 ） 附 則 第 三 条 の 規 定 に 基 づ き 、 令 和 八 年 厚 生 労 働 省 告 示 第 二 百 三 十 七 号 の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 二 日 厚 生 労 働 大 臣 上 野 賢 一 郎
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そ

の

他

告

示

令和年月日 木曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
六
号

日
本
農
林
規
格
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
四
年
財
務
省
・
農
林
水
産
省
令
第
三
号
）
第
二
十
三
条
（
同
令

第
六
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、有
機
藻
類
の
生
産
行
程
に
つ
い
て
の
検
査
方
法（
令

和
三
年
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

武
部

新

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。）

〇
宮
内
庁
告
示
第
十
二
号

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
大
阪
府
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
第
四
十
五
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
に
御
臨
席
、
併
せ

て
地
方
事
情
を
御
視
察
の
た
め
、
十
一
月
十
四
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で
同
府
へ
行
幸
啓
に
な
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

宮
内
庁
長
官

黒
田
武
一
郎

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
三
十
三
号

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
箱
根
小
田
原
か
ら
く
り
細
工
を
同
条
第
一
項
の
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四

項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

一

伝
統
的
工
芸
品
の
名
称

箱
根
小
田
原
か
ら
く
り
細
工

二

伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法

１

製
品
構
造
の
特
性
に
あ
わ
せ
木
目
方
向
制
御
を
適
切
に
行
う
こ
と
。

２

材
料
の
乾
燥
は
十
分
に
行
い
適
度
な
水
分
量
と
す
る
こ
と
。

３

「
あ
る
き
構
造
製
品
」
の
製
作
は
、
次
の
技
術
又
は
技
法
に
よ
る
こ
と
。

（
一
）
「
あ
る
き
」
の
連
携
な
ど
摺
動
を
「
か
ら
く
り
」
に
活
か
す
こ
と
。

（
二
）
「
あ
る
き
」
は
、
仕
掛
け
に
応
じ
て
「
木
殺
し
」
な
ど
抵
抗
感
調
整
の
方
策
を
講
じ
る
こ
と
。

４

「
引
出
構
造
製
品
」
の
製
作
は
、
次
の
技
術
又
は
技
法
に
よ
る
こ
と
。

外
箱
と
内
箱
を
相
互
に
物
理
的
に
ロ
ッ
ク
（
か
ら
く
り
の

を
か
け
る
）
す
る
機
構
を
仕
込
み
、
解
錠
及
び
施

錠
が
と
も
に
円
滑
に
動
作
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

三

伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
原
材
料

木
材
は
、
桂
、
朴
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
材
質
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

四

製
造
さ
れ
る
地
域

神
奈
川
県

小
田
原
市
、
茅
ケ
崎
市
、
南
足
柄
市
、
箱
根
町

五

指
定
年
月
日

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

２

竹
花
入
に
あ
っ
て
は
、
次
の
技
術
又
は
技
法
に
よ
る
こ
と
。

（
一
）
「
油
抜
き
」
を
す
る
場
合
は
、
墨
火
抜
き
又
は
湯
抜
き
を
す
る
こ
と
。

（
二
）
使
用
す
る
竹
は
数
年
寝
か
せ
て
晒
す
こ
と
。

（
三
）
竹
の
切
断
は
、
目
立
て
し
た
「
鋸
」
を
用
い
る
こ
と
。

（
四
）
窓
の
切
断
に
は
墨
付
け
を
し
て
位
置
を
決
め
る
こ
と
。

（
五
）
「
窓
開
け
」
は
、「
ノ
ミ
」
及
び
「
小
刀
」
を
用
い
て
、
逆
目
に
注
意
し
て
窓
の
柱
を
底
辺
に
「
垂
直
」
に

な
る
よ
う
作
業
す
る
こ
と
。

（
六
）
切
断
面
の
仕
上
げ
に
は
、
鑢や

す
り、
木
賊
と
く
さ

、

皮
、
鹿
の
角
粉
で
磨
く
こ
と
。

三

伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
原
材
料

１

使
用
す
る
竹
材
は
、
マ
ダ
ケ
、
モ
ウ
ソ
ウ
ダ
ケ
、
ハ
チ
ク
、
ク
ロ
チ
ク
、
メ
ダ
ケ
、
キ
ッ
コ
ウ
ダ
ケ
、
ホ
ウ
ビ

チ
ク
、
ス
ス
タ
ケ
、
ゴ
マ
タ
ケ
、
ヤ
ダ
ケ
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
材
質
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

使
用
す
る
漆
は
、
天
然
漆
と
す
る
こ
と
。

四

製
造
さ
れ
る
地
域

京
都
府

京
都
市
、
向
日
市
、
乙
訓
郡
大
山
崎
町

五

指
定
年
月
日

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
三
十
五
号

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
京
七
宝
を
同
条
第
一
項
の
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き

告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

一

伝
統
的
工
芸
品
の
名
称

京
七
宝

二

伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法

１

胎
制
作
は
、
金
属
の
板
を
切
り
出
し
金
槌
等
で
成
形
す
る
こ
と
。

２

胎
の
下
焼
は
、
成
形
し
た
金
属
の
胎
に
、
の
り
水
を
用
い
て
、
下
地
釉
薬
を
筆
、
ホ
セ
又
は
篩ふ
る

でい

施
し
、
焼
成

す
る
こ
と
。

３

有
線
七
宝
に
あ
っ
て
は
以
下
に
よ
る
こ
と
。

（
一
）
植
線
（
模
様
付
け
）
は
、
金
、
銀
、
銅
、
真
鍮
の
金
属
線
で
模
様
を
作
り
、
下
焼
き
を
施
し
た
胎
に
線
の

高
さ
、
厚
み
を
選
定
し
、
糊
で
仮
止
め
し
、
模
様
付
け
を
す
る
こ
と
。

（
二
）
模
様
植
線
焼
付
は
、
模
様
付
け
し
た
胎
を
炉
に
入
れ
て
焼
成
、
固
定
す
る
こ
と
。

４

施
釉
は
、
ホ
セ
、
筆
又
は
篩
を
用
い
て
釉
薬
で
彩
色
す
る
こ
と
。

５

釉
薬
焼
成
は
、
炉
で
焼
き
、
釉
薬
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
。

６

仕
上
げ
は
、
砥
石
又
は
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
で
研
磨
す
る
こ
と
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
三
十
四
号

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
京
竹
工
芸
を
同
条
第
一
項
の
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

一

伝
統
的
工
芸
品
の
名
称

京
竹
工
芸

二

伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法

１

花
籠
に
あ
っ
て
は
次
の
技
術
又
は
技
法
に
よ
る
こ
と
。

（
一
）
「
ひ
ご
作
り
」
及
び
部
材
造
り
は
、
次
の
技
術
又
は
技
法
に
よ
る
こ
と
。

（
イ
）
竹
を
必
要
な
寸
法
に
「
鋸
」
で
切
る
と
き
に
は
皮
が
め
く
れ
な
い
よ
う
に
「
回
し
切
り
」を
す
る
こ
と
。

（
ロ
）
「
節
取
り
」
は
小
刀
等
で
節
を
一
周
し
節
の
角
を
丸
く
す
る
こ
と
。
染
仕
上
げ
の
場
合
は
竹
を
小
刀
等

で
甘
皮
を
剝
く
こ
と
。

（
ハ
）
「
大
割
」
は
鉈
で
竹
を
二
つ
割
り
、「
中
割
」
は
更
に
竹
を
細
か
く
割
る
。「
小
割
」
は
そ
の
小
口
に
沿
っ

て
作
り
た
い
ひ
ご
巾
の
目
盛
り
を
入
れ
る
こ
と
。

（
ニ
）
「
巾
引
き
」
は
小
刀
を
丸
太
に
刺
し
巾
決
め
す
る
こ
と
。

（
ホ
）
「
面
取
り
」
は
丸
太
の
巾
引
き
小
刀
を
差
し
替
え
て
す
る
こ
と
。

（
ヘ
）
「
裏
す
き
」
は
小
刀
で
厚
み
を
整
え
る
こ
と
。

（
二
）
「
編
み
」
は
、「
六
つ
目
編
み
」、「
四
つ
目
編
み
」、「
八
つ
目
編
み
」、「
網
代
編
み
」、「
縄
目
編
み
」、「
輪り
ん

弧こ

編

み
」、「
麻
の
葉
編
み
」、「
鉄
線
編
み
」、「
ご
ざ
目
編
み
」
若
し
く
は
「
菊
底
編
み
」
又
は
こ
れ
ら
の
組
合
せ
に

よ
る
こ
と
。

（
三
）
縁
（
枠
）
仕
上
げ
を
お
こ
な
う
こ
と
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

一

（
略
）

一

（
略
）

二

伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法

二

伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法

１
・
２

（
略
）

１
・
２

（
略
）

３

屏
風
に
あ
つ
て
は
、
次
の
技
術
又
は
技
法
に

よ
る
こ
と
。

（
新
設
）

下
地
骨
は
、
外
枠
で
あ
る
框か

ま
ちに
ほ
ぞ
組
を

施
し
、内
部
格
子
で
あ
る
組
子
を
組
み
上
げ
、

木
釘
を
用
い
て
固
定
し
た
構
造
と
す
る
こ

と
。下

張
り
は
、
骨ほ

ね

縛し
ば
り、
胴ど
う

張ば
り

、
蓑み
の

掛か
け

及
び
蓑み
の

縛
に
し
ば
り

よ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
使

用
す
る
和
紙
は
薄
手
の
も
の
と
す
る
こ
と
。

屏
風
の
蝶ち

よ
う

番つ
が
いは
、
羽
根
つ
け
、蝶
番
と
じ

及
び
お
ぜ
包
み
に
よ
る
も
の
と
し
、
合あ

い

差す

の

厚
み
は
仕
様
に
応
じ
て
適
切
に
調
整
す
る
こ

と
。表

張
り
及
び
裏
張
り
は
、
泛う

け

張ば

り
に
よ
る

こ
と
。

縁
打
ち
は
、
折
れ
合
い
、
ダ
ボ
留
め
又
は

通
し
打
ち
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
こ
と
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
縁
は
塗
縁
又
は
白
木
縁
と

す
る
こ
と
。

三

伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
原
材
料

三

伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
原
材
料

１
・
２

（
略
）

１
・
２

（
略
）

３

屏
風
に
あ
つ
て
は
、
次
の
原
材
料
を
使
用
す

る
こ
と
。

（
新
設
）

紙
は
和
紙
と
す
る
こ
と
。

裂き
れ

地じ

は
天
然
素
材
の
織
物
又
は
こ
れ
ら
と

同
等
の
材
質
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

木
地
は
杉
、
檜
、
桐
、
桑
、
女め

桑ぐ
わ

又
は
こ

れ
ら
と
同
等
の
材
質
を
有
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
。

金
具
は
金
、
銀
、
銅
、
鉄
、
真
鍮
又
は
こ

れ
ら
と
同
等
の
材
質
を
有
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
。

糊
は
姫ひ

め

糊の
り

、
生し
よ
う

麩ふ

糊の
り

、
布ふ

海の

苔り

、
膠に
か
わ

又

は
こ
れ
ら
と
同
等
の
材
質
を
有
す
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

漆
は
、
天
然
漆
と
す
る
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

一

（
略
）

一

（
略
）

二

伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法

二

伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法

１

（
略
）

１

（
略
）

２

絵
付
を
す
る
場
合
は
手
描
き
に
よ
る
こ
と
。

２

手
描
き
に
よ
る
絵
付
を
す
る
こ
と
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

雛
屏
風
の
へ
り
取
り
は
、
出で

合あ
い

又
は
一
文

字
通
し
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
こ
と
。
五
月
屏

風
の
仕
立
て
に
あ
つ
て
は
、
へ
り
取
り
を
行

わ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

令和年月日 木曜日 第号官 報
三

伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
原
材
料

１

「
胎
」
に
使
用
す
る
材
料
は
、
金
、
銀
又
は
銅
と
す
る
こ
と
。

２

「
植
線
」
に
使
う
材
料
は
、
金
、
銀
、
銅
又
は
真
鍮
と
す
る
こ
と
。

３

「
釉
薬
」
は
、
珪
石
、
鉛
丹
若
し
く
は
硝
石
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
材
質
を
有
す
る
も
の
を
主
原
料
と
す
る
こ

と
。「
泥
釉
薬
」
は
、
白
玉
、
鉛
白
、
珪
石
若
し
く
は
長
石
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
材
質
を
有
す
る
も
の
を
主
原
料

と
す
る
こ
と
。

四

製
造
さ
れ
る
地
域

京
都
府

京
都
市
、
宇
治
市
、
城
陽
市
、
長
岡
京
市
、
乙
訓
郡
大
山
崎
町

五

指
定
年
月
日

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
三
十
六
号

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
昭
和
六
十
一
年
通
商
産
業
省
告
示
第
八
十
五
号
（
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
指
定
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ

う
に
改
正
し
、
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
三
十
七
号

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
昭
和
五
十
年
通
商
産
業
省
告
示
第
百
七
十
一
号
（
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
指
定
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ

う
に
改
正
し
、
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正





（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

一

（
略
）

一

（
略
）

二

伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法

二

伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法

１

手
描
友
禅
に
あ
つ
て
は
、
次
の
技
術
又
は
技

法
に
よ
る
こ
と
。

１

手
描
友
禅
に
あ
つ
て
は
、
次
の
技
術
又
は
技

法
に
よ
る
こ
と
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

黒
色
に
地
染
を
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と

し
て
伏
せ
の
り
を
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、

ぼ
か
し
を
入
れ
る
等
の
防
染
が
必
要
な
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

黒
色
に
地
染
を
す
る
場
合
に
は
、
伏
せ
の

り
を
し
な
い
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

一

（
略
）

一

（
略
）

二

伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法

二

伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法

１

次
の
技
術
又
は
技
法
に
よ
り
製
織
さ
れ
た
織

物
と
す
る
こ
と
。

１

次
の
技
術
又
は
技
法
に
よ
り
製
織
さ
れ
た
か

す
り
織
物
と
す
る
こ
と
。

平
織
り
と
す
る
こ
と
。

先
染
め
の
平
織
り
と
す
る
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

２

か
す
り
糸
の
染
色
法
は
、「
機は
た

締じ

め
」又
は「
手

く
く
り
」
に
よ
る
こ
と
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

染
料
は
、
藍
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
原
料

と
す
る
植
物
性
染
料
と
す
る
こ
と
。

２

か
す
り
糸
の
染
色
法
は
、「
織
締
め
」又
は「
手

く
く
り
」
に
よ
る
こ
と
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

染
料
は
、
藍
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
原
料

と
す
る
植
物
性
染
料
と
す
る
こ
と
。

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
会
事
項

令和年月日 木曜日 第号官 報
〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
三
十
八
号

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
昭
和
五
十
年
通
商
産
業
省
告
示
第
百
七
十
号
（
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
指
定
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う

に
改
正
し
、
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
三
十
九
号

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
昭
和
五
十
年
通
商
産
業
省
告
示
第
百
五
十
四
号
（
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
指
定
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ

う
に
改
正
し
、
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
九
十
一
号

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
七
十
一
条
の
三
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
規
程
の
変
更
（
第
二
回
）
及
び
事
業
計
画
の
変
更
（
第

四
回
）
の
認
可
を
し
た
の
で
、
同
条
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

一

施
行
者
の
名
称

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

二

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
日
か
ら
令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

大
阪
府
大
阪
市
北
区
豊
崎
七
丁
目
、
中
津
一
丁
目
、
中
津
二
丁
目
、
中
津
三
丁
目
、
中
津
五
丁
目
、

大
淀
中
一
丁
目
、
大
淀
南
一
丁
目
、
大
深
町
、
梅
田
三
丁
目
及
び
大
阪
市
福
島
区
福
島
六
丁
目
の
各
一
部

四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

大
阪
都
市
計
画
事
業
大
阪
駅
北
大
深
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

五

事
務
所
の
所
在
地

大
阪
府
大
阪
市
北
区
梅
田
一
丁
目
十
三
番
一
号
大
阪
梅
田
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
ズ
・
サ
ウ
ス
二
十

一
階
（
変
更
前
：
大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
深
町
四
番
二
十
号
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
タ
ワ
ー
Ａ
十
七
階
）

六

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
日

七

施
行
規
程
の
変
更
（
第
二
回
）
及
び
事
業
計
画
の
変
更
（
第
四
回
）
の
認
可
の
年
月
日

令
和
八
年
十
月
二
十
二

日
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
九
十
二
号

横
浜
市
か
ら
の
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
上

限
運
賃
変
更
認
可
申
請
事
案
（
事
案
番
号
令
八
第
五
〇
〇

一
号
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
付
け
国
運
審

第
十
二
号
に
よ
り
、
運
輸
審
議
会
か
ら
、
認
可
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
旨
の
答
申
が
あ
っ
た
の
で
、
運
輸
審
議
会

一
般
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
八
号
）
第
二
十

九
条
の
規
定
に
よ
り
、
こ
れ
を
告
示
す
る
。

な
お
、
答
申
書
の
内
容
は
、
運
輸
審
議
会
に
お
い
て
、

閲
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
九
十
三
号

日
本
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
航
空
株
式
会
社
か
ら
の
混

雑
空
港
運
航
許
可
申
請
事
案
（
事
案
番
号
令
八
第
九
〇
〇

二
号
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
付
け
国
運
審

第
十
三
号
に
よ
り
、
運
輸
審
議
会
か
ら
、
許
可
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
旨
の
答
申
が
あ
っ
た
の
で
、
運
輸
審
議
会

一
般
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
八
号
）
第
二
十

九
条
の
規
定
に
よ
り
、
こ
れ
を
告
示
す
る
。

な
お
、
答
申
書
の
内
容
は
、
運
輸
審
議
会
に
お
い
て
、

閲
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

衆

議

院

議
案
提
出

十
月
二
十
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

就
業
者
の
租
税
及
び
社
会
保
険
料
に
よ
る
負
担
の
軽
減

の
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
法
律
案
（
浅
野
哲

外
三
名
提
出
）

議
案
撤
回
申
出

十
月
二
十
日
議
員
か
ら
次
の
議
案
を
撤
回
す
る
旨
の
申

出
が
あ
っ
た
。

賃
金
上
昇
を
上
回
る
個
人
住
民
税
の
負
担
増
加
等
に
対

処
す
る
た
め
に
個
人
住
民
税
に
関
し
講
ず
べ
き
措
置
に

関
す
る
法
律
案
（
鈴
木
義
弘
外
三
名
提
出
、
第
二
百
二

十
一
回
国
会
衆
法
第
三
一
号
）

議
案
撤
回

十
月
二
十
日
議
員
か
ら
の
申
出
に
よ
り
次
の
議
案
は
委

員
会
に
お
い
て
撤
回
を
許
可
し
た
。

賃
金
上
昇
を
上
回
る
所
得
税
の
負
担
増
加
に
対
処
す
る

た
め
に
所
得
税
に
関
し
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
法
律

案
（
鈴
木
義
弘
外
三
名
提
出
、
第
二
百
二
十
一
回
国
会

衆
法
第
三
〇
号
）





人
事
異
動

叙
位
・
叙
勲

皇
室
事
項

令和年月日 木曜日 第号官 報
答
弁
書
受
領

十
月
二
十
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

衆
議
院
議
員
西
村
智
奈
美
提
出
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
日
常
化

の
防
止
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

参

議

院

議
案
撤
回
通
知
書
受
領

十
月
二
十
日
衆
議
院
か
ら
、
次
の
議
案
は
委
員
会
に
お

い
て
撤
回
を
許
可
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

賃
金
上
昇
を
上
回
る
所
得
税
の
負
担
増
加
に
対
処
す
る

た
め
に
所
得
税
に
関
し
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
法
律

案
（
第
二
百
二
十
一
回
国
会
、鈴
木
義
弘
外
三
名
提
出
）

質
問
主
意
書
提
出

十
月
二
十
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ

た
。公

助
を
求
め
る
国
民
の
声
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
奥

田
ふ
み
よ
提
出
）（
第
一
一
号
）

答
弁
書
受
領

十
月
二
十
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

参
議
院
議
員
石
垣
の
り
こ
提
出
就
労
移
行
支
援
体
制
加

算
の
適
正
化
と
一
般
就
労
へ
の
移
行
実
績
の
評
価
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第
六
号
）

国
家
公
安
委
員
会

（
警
察
庁
長
官
官
房
付
）
警
視
長

大
野

敬

熊
本
県
警
察
本
部
長
を
命
ず
る
（
十
月
九
日
）

警

察

庁

（
熊
本
県
警
察
本
部
長
）
警
視
長

佐
藤

昭
一

警
察
庁
生
活
安
全
局
生
活
安
全
企
画
課
長
を
命
ず
る

（
警
察
大
学
校
副
校
長
兼
警
察
庁
長

官
官
房
審
議
官
（
生
活
安
全
局
担

当
））警
視
監

服
部

準

警
察
庁
生
活
安
全
局
生
活
安
全
企
画
課
長
事
務
取
扱
を
免

ず
る
（
以
上
十
月
九
日
）

〇
叙
位

大
島

将
良

清
水

光
夫

竹
村

房
代

林

良
信

古
川

良
夫

吉
田

薫

渡
部

芳
加

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

岩
間

弘
征

大
場

淑

影
山

雅
士

加
藤

智

倉
谷

義
隆

園
田

利
隆

中
田

和
孝

橋
本

龍
義

林

亨

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）加

藤

敏
秋

栗
山

郁
夫

山
本

恒
昭

渡

昭

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

佐
々
木
正
美

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
十
日
）

久
留
島
昭
彦

鈴
木

輝
雄

正
四
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

加
藤

淳
士

従
四
位
に
叙
す
る

樗
木

康
雄

正
五
位
に
叙
す
る

小
澤

正
剛

樽
野

晃
夫

従
七
位

保
志

和
吉

宮
上

朋
之

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

川
人

忠

五
味

申
吉

前
田

英
一

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

井
本

修
二

大
塚

康
弘

岡
田

邦
雄

小
田

治
司

香
川

憲
司

川
又

功
男

中
島

孚
徳

平
川

清

三
桝

博
之

藻
形

修
二

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

平
井

春
光

正
七
位
に
叙
す
る

（
警
視
庁
警
部
）

齋
藤

晋
哉

錦
織

雅
夫

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
十
一
日
）

（
千
葉
大
学
名
誉
教
授
）

鈴
木

徳
治

従
四
位
に
叙
す
る

井
手

内
次

栗
田

彰

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

足
立

威
宏

井
上

數
満

最
上

孝
雄

矢
島

信
次

柳
田

利
久

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

（
岩
手
県
岩
泉
町
議
会
議
員
）

合
砂

丈
司

鹿
嶋
田

宏

佐
藤

松
雄

鈴
木

光
司

中
本

憲
一

野
本

尚
徳

生
原

勲

平
野

英
一

茂
木

斌

吉
岡

由
和

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）石

井

清

鷹
野

敏
彦

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）伊

藤

茂
幸

緒
方

忠
一

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
十
二
日
）

小
串

茂

正
四
位
に
叙
す
る

俵

徹
太
郎

従
四
位
に
叙
す
る

伊
藤

賢
二

稲
田

米
昭

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）井

上

照
章

山
本

近
信

從
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）石

嶺

傳
實

隠
岐

博
和

仲

多
賀
夫

横
山

勉

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

影
山

彰

（
茨
城
県
警
部
補
）

黒
澤

季
和

斉
藤

勇

酒
井

貞
二

中
村

勉

薮
崎
惠
三
武

山
口

一

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

木
戸
場
勝
弘

嶋
田
与
志
夫

瀧
波

和
男

中
澤

讓

古
屋

秀
敏

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
十
三
日
）

藤
井

徹
三

正
七
位
に
叙
す
る
（
九
月
十
四
日
）

宮
城
島
昌
典

従
六
位
に
叙
す
る
（
九
月
十
六
日
）

（
衆
議
院
議
員
）

渡
邊

孝
一

正
四
位
に
叙
す
る

有
坂

茂
男

正
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
十
七
日
）

〇
叙
勲（

岩
手
県
岩
泉
町
議
会
議
員
）

合
砂

丈
司

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

遠
藤
富
士
雄

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
十
二
日
）石

嶺

傳
實

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

久
徳

政
和

堀
下

正
孝

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
十
三
日
）

（
衆
議
院
議
員
）

渡
邊

孝
一

旭
日
重
光
章
を
授
け
る
（
九
月
十
七
日
）

栗
山

郁
夫

林

亨

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

中
田

和
孝

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
十
日
）

小
澤

正
剛

加
藤

淳
士

樽
野

晃
夫

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

井
本

修
二

樗
木

康
雄

川
人

忠

川
又

功
男

五
味

申
吉

錦
織

雅
夫

宮
上

朋
之

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

井
出

純
一

大
塚

康
弘

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
十
一
日
）

（
千
葉
大
学
名
誉
教
授
）

鈴
木

徳
治

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

井
手

内
次

鹿
嶋
田

宏

鈴
木

光
司

生
原

勲

平
野

英
一

茂
木

斌

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

林

和
雄

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
十
二
日
）

影
山

彰

古
屋

秀
敏

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

木
戸
場
勝
弘

（
茨
城
県
警
部
補
）

黒
澤

季
和

嶋
田
与
志
夫

瀧
波

和
男

薮
崎
惠
三
武

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
十
三
日
）

藤
井

徹
三

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
九
月
十
四
日
）

有
坂

茂
男

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
九
月
十
七
日
）

〇
返
上
の
請
願

佐
久
間
雅
弘

松
村

英
幸

村
上

幸
一

勲
章
返
上
の
請
願
の
件
許
可
さ
れ
た
（
各
通
）稲

葉

一
春

褒
章
返
上
の
請
願
の
件
許
可
さ
れ
た
（
以
上
十
月
九
日
）

行
幸
啓
御
日
程

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
大
阪
府
へ
行
幸
啓
の
御
日
程
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
日

十
一
月
十
四
日

皇
居
（
乾
門
）
御
出
門

東
京
国
際
空
港
御
発

特
別
機

大
阪
国
際
空
港
御
着

お
泊
所

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

第
二
日

十
一
月
十
五
日

岸
和
田
市
立
浪
切
ホ
ー
ル
（
南
海
浪
切
ホ
ー
ル
）（
式

典
会
場
）

ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ
テ
ル
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト

り
ん
く
う
公
園
（
放
流
会
場
）

ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ
テ
ル
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト

大
阪
府
立
す
な
が
わ
高
等
支
援
学
校

関
西
国
際
空
港
御
発

特
別
機

東
京
国
際
空
港
御
着

還
幸
啓





官 庁 報 告

公 告

令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

天 候 不 良 等 の 場 合

第 一 日 十 一 月 十 四 日 特 別 機 が 欠 航 の 場 合 は 、 東

京 御 発 を 翌 十 五 日 と し 、 同 日 の 御 日 程 を 次 の と お

り 変 更 す る 。

皇 居 （ 乾 門 ） 御 出 門

東 京 国 際 空 港 御 発 特 別 機

大 阪 国 際 空 港 御 着

岸 和 田 市 立 浪 切 ホ ー ル （ 南 海 浪 切 ホ ー ル ）（ 式

典 会 場 ）

岸 和 田 市 立 浪 切 ホ ー ル （ 南 海 浪 切 ホ ー ル ）（ 式

典 会 場 ） 以 下 当 初 の 第 二 日 の 御 日 程 に 同 じ 。

第 二 日 十 一 月 十 五 日 第 四 十 五 回 全 国 豊 か な 海 づ

く り 大 会 の う ち 、 海 上 歓 迎 行 事 及 び 御 放 流 が 全 部

中 止 と な る 場 合 は 、 同 日 の 御 日 程 を 次 の と お り 変

更 す る 。
岸 和 田 市 立 浪 切 ホ ー ル （ 南 海 浪 切 ホ ー ル ）（ 式

典 会 場 ）

ス タ ー ゲ イ ト ホ テ ル 関 西 エ ア ポ ー ト

大 阪 府 立 す な が わ 高 等 支 援 学 校

関 西 国 際 空 港 御 発 特 別 機

東 京 国 際 空 港 御 着

還 幸 啓

諸 事 項

金融サービス仲介業者保証金
取戻し公告

金融サービス仲介業者保証金規則（令和３年内
閣府・法務省令第４号）第12条第２項の規定によ
り次のように公示する。
１．供託者の商号 株式会社ＴＭＪ
２．住所 東京都新宿区西新宿七丁目20番１号
３．氏名 代表取締役 丸山 英毅
４．取戻しをしようとする保証金の額
10000000円

５．上記の者（登録番号関東財務局長（金サ）第
11号）の保証金につき金融サービスの提供及び
利用環境の整備等に関する法律第22条第６項の
権利を有する者は、令和９年４月22日までに金
融サービス仲介業者保証金規則別紙様式第４号
による申出書に権利を有することを証する書面
を添えて関東財務局理財部金融監督第１課に提
出されたい。
６．前号の期間内に申出書の提出がないときは、
配当手続から除斥される。
令和８年 10 月 22 日

関東財務局長 彦谷 直克
金融サービス仲介業者保証金
取戻し公告

金融サービス仲介業者保証金規則（令和３年内
閣府・法務省令第４号）第12条第２項の規定によ
り次のように公示する。
１．供託者の商号 マネーフォワードホーム株式
会社
２．住所 東京都港区芝浦三丁目１番21号
３．氏名 代表取締役 金坂 直哉
４．取戻しをしようとする保証金の額
10000000円

５．上記の者（登録番号関東財務局長（金サ）第
15号）の保証金につき金融サービスの提供及び
利用環境の整備等に関する法律第22条第６項の
権利を有する者は、令和９年４月22日までに金
融サービス仲介業者保証金規則別紙様式第４号
による申出書に権利を有することを証する書面
を添えて関東財務局理財部金融監督第１課に提
出されたい。
６．前号の期間内に申出書の提出がないときは、
配当手続から除斥される。
令和８年 10 月 22 日

関東財務局長 彦谷 直克

金融サービス仲介業者保証金
取戻し公告

金融サービス仲介業者保証金規則（令和３年内
閣府・法務省令第４号）第12条第２項の規定によ
り次のように公示する。
１．供託者の商号 会計バンク株式会社
２．住所 東京都千代田区大手町一丁目６番１号
大手町ビルＦⅠＮＯＬＡＢ
３．氏名 代表取締役 反町 秀樹
４．取戻しをしようとする保証金の額
10000000円

５．上記の者（登録番号関東財務局長（金サ）第
14号）の保証金につき金融サービスの提供及び
利用環境の整備等に関する法律第22条第６項の
権利を有する者は、令和９年４月22日までに金
融サービス仲介業者保証金規則別紙様式第４号
による申出書に権利を有することを証する書面
を添えて関東財務局理財部金融監督第１課に提
出されたい。
６．前号の期間内に申出書の提出がないときは、
配当手続から除斥される。
令和８年 10 月 22 日

関東財務局長 彦谷 直克






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

工 場 財 団
北海道石狩市花川北六条一丁目５番地合同会社
石狩再エネデータセンター第１号の工場財団に北
海道石狩市新港中央一丁目722番地１石狩再エネ
データセンター第１号の機械、器具等を追加する
変更登記申請に係る動産につき権利を有する者、
差押、仮差押又は仮処分債権者は、本日から32日
以内に権利を申し出て下さい。
令和８年 10 月 22 日 札幌法務局北出張所

証 票 無 効
身分証明書
令和８年７月10日交付 第令８000000011号
朝霞税務署 財務事務官 蒲地 真克 名義分
令和８年９月29日亡失
上記のとおり証票亡失の届出があったので、亡
失の日以降無効とする。
令和８年 10 月 22 日 国 税 庁

徴収職員証票
国税収納官吏章
歳入歳出外現金出納官吏章
納税の猶予の申請に関する質問検査章
令和８年７月10日交付 第令８000000005号
朝霞税務署 財務事務官 蒲地 真克 名義分
令和８年９月29日亡失
上記のとおり証票亡失の届出があったので、亡
失の日以降無効とする。
令和８年 10 月 22 日 国 税 庁

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

公 示 催 告

失踪に関する届出の催告 失 踪 宣 告

除 権 決 定






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始





令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

書面による計算報告

監 督 命 令

再生計画認可

再生手続終結

小規模個人再生による再生手
続開始






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告






令和年月日 木曜日 第号官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

青
森
県
八
戸
市
下
長
二
丁
目
一
番
三
五
号

（
甲
）
み
ち
の
く
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
合
同
会
社

代
表
社
員

竹
内

靖
治

青
森
県
八
戸
市
石
堂
一
丁
目
三
〇
番
九
号

（
乙
）
ア
マ
テ
ラ
ス
合
同
会
社

代
表
社
員

竹
内

進

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

掲
載
頁

四
頁

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

栃
木
県
真
岡
市
西
郷
一
九
三
番
地
一

（
甲
）
株
式
会
社
ア
イ
・
シ
ー
・
ゼ
ロ
・
シ
ッ

ク
ス

代
表
取
締
役

植
田

兼
司

栃
木
県
真
岡
市
西
郷
一
九
三
番
地
一

（
乙
）
株
式
会
社
京
乃
匠
家

代
表
取
締
役

東

浩
二

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://a
w
m
i.co
.jp
/co
m
p
a
n
y
/fin
a
n
cia
l/

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
九
日

掲
載
頁

七
十
九
頁
（
号
外
第
一
五
四
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

埼
玉
県
狭
山
市
新
狭
山
一
丁
目
五
番
二
〇
号

（
甲
）
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
メ
デ
ィ
カ
ル
株

式
会
社

代
表
取
締
役

須
郷
多
隆
彦

愛
知
県
あ
ま
市
花
正
郷
中
二
五
番
地

（
乙
）
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
バ
イ
オ
デ
ザ
イ

ン
株
式
会
社代

表
取
締
役

杉
田

裕
之

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
十
日

掲
載
頁

四
十
三
頁
（
号
外
第
九
十
二
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
十
日

掲
載
頁

四
十
三
頁
（
号
外
第
九
十
二
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
渋
谷
区
円
山
町
二
八
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ト
リ
ド
リ
Ｉ
Ｓ

代
表
取
締
役

名
取

慶
悟

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
西
一
丁
目
二
五
番
一
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｖ
ｏ
ｏ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

代
表
取
締
役

三
宮

翔
太

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.rh
eo
s.jp
/

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
日

掲
載
頁

一
〇
五
頁
（
号
外
第
八
十
五
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
一
一
番
一
号

（
甲
）
レ
オ
ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
ワ
ー
ク
ス
株
式

会
社

代
表
取
締
役

湯
浅

光
裕

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
一
一
番
一
号

（
乙
）
フ
ィ
ナ
ッ
プ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
村

啓
樹





令和年月日 木曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
六
日

掲
載
頁

一
〇
四
頁
（
号
外
第
二
二
七
号
）

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
市
北
区
梅
田
三
丁
目
四
番
五
号
毎
日
新
聞
ビ

ル
二
階

（
甲
）
株
式
会
社
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｓ

代
表
取
締
役

水
谷

治
朗

大
阪
府
大
阪
市
北
区
梅
田
三
丁
目
四
番
五
号
毎
日

新
聞
ビ
ル
二
階

（
乙
）
株
式
会
社
リ
タ
ラ
ス

代
表
取
締
役

水
谷

治
朗

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
エ
ム

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
住
所
東
京
都
八
王
子
市
七
国
一
丁

目
七
番
七
号
）
に
対
し
て
当
社
の
不
動
産
の
保
有
事
業
の

一
部
に
つ
い
て
の
資
産
、
債
務
、
雇
用
契
約
そ
の
他
の
権

利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告

し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
九
日

掲
載
頁

一
六
五
頁
（
号
外
第
二
二
三
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
八
王
子
市
七
国
一
丁
目
七
番
七
号

株
式
会
社
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ

代
表
取
締
役

滝
川

勝
信

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
エ
イ

チ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
住
所
東
京
都
八
王
子
市
七
国
一

丁
目
七
番
七
号
）
に
対
し
て
当
社
の
不
動
産
の
保
有
事
業

の
一
部
に
つ
い
て
の
資
産
、
債
務
、
雇
用
契
約
そ
の
他
の

権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公

告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
九
日

掲
載
頁

一
六
五
頁
（
号
外
第
二
二
三
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
八
王
子
市
七
国
一
丁
目
七
番
七
号

株
式
会
社
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ

代
表
取
締
役

滝
川

勝
信

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
東
五
条
九
丁
目
五
番
三
二
号

合
同
会
社
キ
レ
イ
ナ
シ
ス
テ
ム

代
表
社
員

村
野

芳
範

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

山
形
県
山
形
市
幸
町
七
番
五
〇
号
Ｌ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｎ
二

一

二
〇
八ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
合
同
会
社

代
表
社
員

庄
司

裕
貴

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

埼
玉
県
所
沢
市
下
富
九
八
二
番
地

Ｓ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
Ａ
Ｌ
合
同
会
社

代
表
社
員

渡
邉

春
美

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
一
番
三

九

三
〇
八

順
英
国
際
合
同
会
社

代
表
社
員

曹

佳

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
練
馬
区
田
柄
二

四
二

一
二

私
た
ち
の
合
同
会
社

代
表
社
員

庄
子

由
夏

代
表
社
員

庄
子

咲
彩

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
多
摩
市
東
寺
方
五
四
四

九

ア
イ
キ
ュ
ー
エ
ル
合
同
会
社

代
表
社
員

木
川

慶
紀

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
港
区
北
青
山
一
丁
目
三
番
一
号
ア
ー
ル

キ
ュ
ー
ブ
青
山
三
階

合
同
会
社
ノ
ゾ
ミ
投
資

代
表
社
員

郡

雄
稀

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
二
丁
目
一
二
番
一
号

合
同
会
社
Ｒ
Ｏ
Ｎ

代
表
社
員

大
竹

麗
華

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ｄ
ｏ
ｔ

ｍ
ｏ
Ｖ
ｅ
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
港
区
南
青
山
二

二

一
五

合
同
会
社
ｄ
ｏ
ｔ

ｍ
ｏ
Ｖ
ｅ

代
表
社
員

田
邨

隼
人

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
世
田
谷
区
太
子
堂
四
丁
目
一
八
番
一
五
号

合
同
会
社
灯
羅
企
画

代
表
社
員

飯
田

泰
朗

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

島
根
県
益
田
市
久
城
町
二
六
七
番
地
六

合
同
会
社
小
林
環
境
安
全
支
援
室

代
表
社
員

小
林

大
樹

組
織
変
更
公
告

当
組
合
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
吉
南
物
流
株
式
会
社
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

山
口
県
宇
部
市
大
字
善
和
字
大
日
二
〇
三

六
三

吉
南
物
流
協
同
組
合

代
表
理
事

井
本

健

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
億
二
千
五
十
万
一
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

栃
木
県
真
岡
市
西
郷
一
九
三
番
地
一

株
式
会
社
ア
イ
・
シ
ー
・
ゼ
ロ
・
シ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役

植
田

兼
司





令和年月日 木曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
九
千
万
一
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。減
少
す
る
資
本
金
の
額
の
う
ち
、

二
百
五
十
万
円
を
資
本
準
備
金
と
い
た
し
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
港
区
愛
宕
二
丁
目
五
番
一
号
愛
宕
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
ズ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
タ
ワ
ー

株
式
会
社
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｋ

Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
１

代
表
取
締
役

秋
山

翔
平

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
二
千
万
百
二
十
円
減
少

し
一
億
円
と
し
、
減
少
す
る
資
本
金
の
全
額
を
そ
の
他
資

本
剰
余
金
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

掲
載
頁

六
十
九
頁
（
号
外
第
七
十
六
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
一
丁
目
七
番
一
〇

号
Ｙ
Ｋ
駿
河
台
ビ
ル
六
階

E
M
C
H
ea
lth
ca
re

株
式
会
社

代
表
取
締
役

伊
達

仁
人

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
十
九
億
一
千
二
万
七
千

四
百
八
十
九
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
九
日
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
武
蔵
村
山
市
伊
奈
平
二
丁
目
五
一
番
地
の
一

ヤ
マ
ハ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
村

亮
介

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
七
十
九
億
四
百
四
万
九

千
二
百
四
十
円
減
少
し
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
五
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
八
丁
目
一
七
番
一
号

Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｐ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

瀬
戸

健

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
百
五
十
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

臨
時
株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
四
日

に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
六
日

掲
載
頁

八
十
九
頁
（
号
外
第
二
二
七
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

宮
崎
県
日
南
市
南
郷
町
贄
波
一
二
九
三
番
地

イ
ー
ト
ウ
ェ
ル
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

ム
オ
ド
コ
フ
ス
キ
ー

パ
ウ
ェ
ル

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
十
七
億
六
千
八
百
十
万
二

千
九
百
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
七
十
一
億
五
千
二
百
十

二
万
四
千
四
百
七
十
二
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

埼
玉
県
春
日
部
市
緑
町
六
丁
目
一
四
番
五
三
号

株
式
会
社
Ｍ
Ｃ
Ｊ

代
表
取
締
役

安
井

元
康

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
千
百
三
十
万
円
、
資
本
準

備
金
の
額
を
七
千
百
三
十
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
日

掲
載
頁

一
六
〇
頁
（
号
外
第
一
二
八
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
一
一
番
一
号

山
王
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
二
十
六
階株

式
会
社
ク
ラ
フ
コ

代
表
取
締
役

田
辺
慶
二
郎

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
四
千
百
三
十
六
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
三
千
三
百
九
十
二
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
五
日

掲
載
頁

一
四
四
頁
（
号
外
第
二
二
六
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
六
丁
目
八
番
七
号

株
式
会
社
ピ
ー
・
ア
ン
ド
・
イ
ー
・
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
ズ

代
表
取
締
役

島
田

直
樹

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
百
八
十
四
億
百
万
円
、
資
本

準
備
金
の
額
を
百
八
十
五
億
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
六
番
二
一
号

楽
天
不
動
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

橘

正

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
五
千
万
五
千
円
、
資
本

準
備
金
の
額
を
五
千
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
五
千
万
円
、

〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
十
月
一
日
に
終
了
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
十
三
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

神
奈
川
県
横
須
賀
市
浦
郷
町
五
丁
目
二
九
三
一
番
地

シ
ン
ジ
ー
テ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

今
野

隆
弘

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、資
本
金
の
額
を
二
億
二
千
四
百
八
十
九
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
五
億
一
千
百
八
十
四
万
九
千
七
百
六

十
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
八
千
万
円
、
二
千
万
円
と
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
六
日

掲
載
頁

九
十
八
頁
（
号
外
第
二
二
七
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

大
阪
府
茨
木
市
彩
都
あ
さ
ぎ
七
丁
目
七

二
〇

彩
都
バ
イ
オ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

Ａ
Ｏ
Ｉ

Ｂ
ｉ
ｏ
ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
ｓ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

末
田

伸
一

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
六
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
三
番
地
四

イ
ー
パ
ー
セ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
﨑
祐
一
郎

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
十
五
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

ま
た
当
社
は
、
定
款
を
変
更
し
て
譲
渡
に
よ
る
株
式
の

取
得
に
つ
き
当
社
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
め
を
設
け
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
十
五
日
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
練
馬
区
東
大
泉
一
丁
目
三
五
番
六
号

永
楽
興
業
株
式
会
社

代
表
清
算
人

安
永

裕
子
（
山
元

裕
子
）





令和年月日 木曜日 第号官 報
定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
二
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
調
布
市
多
摩
川
一
丁
目
二
一
番
地
一

協
栄
プ
リ
ン
ト
技
研
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
林

明
宏

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
六
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

横
浜
市
神
奈
川
区
山
内
町
二
番
地

株
式
会
社
杉
山
商
店

代
表
取
締
役

杉
山

和
彦

新
規
信
託
分
割
の
公
告

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社
は
、
左
記
の
通
り
、
左

記
一
記
載
の
信
託
を
令
和
八
年
十
一
月
二
十
五
日
付
で
新

規
信
託
分
割
し
ま
す
の
で
、
公
告
し
ま
す
。

こ
の
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
日
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

一
、
従
前
の
信
託
の
表
示

・
委
託
者
兼
受
益
者
（
受
益
権
の
譲
受
け
に
よ
り
当
初

委
託
者
の
地
位
を
承
継
）

愛
媛
県
四
国
中
央
市
三
島
紙
屋
町
七
番
三
五
号

大
王
海
運
株
式
会
社

・
受
託
者

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社

・
信
託
の
年
月
日

令
和
四
年
七
月
一
日

・
信
託
契
約
の
名
称

不
動
産
管
理
処
分
信
託
契
約
書

受
益
権
譲
渡
制

限
付
（
赤
坂
Ｄ
Ｔ
ビ
ル
）（
そ
の
後
の
変
更
を
含
み

ま
す
。）

二
、
財
産
状
況
開
示
資
料
等
の
内
容

信
託
法
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
法
務
省
令
第
四
十

一
号
）
第
十
七
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

に
つ
い
て
は
、
左
記
連
絡
先
に
ご
照
会
下
さ
い
。

三
、
履
行
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項

新
規
信
託
分
割
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
お
け
る

従
前
の
信
託
及
び
新
た
な
信
託
の
各
信
託
財
産
責
任
負

担
債
務
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
履
行
の
見
込
み
が
あ

る
も
の
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
左
記
連
絡
先
に
ご
照
会
下
さ
い
。

四
、
連
絡
先

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社

不
動
産
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部

電
話
番
号

〇
三

六
二
五
六

六
一
〇
〇

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

受
託
者

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社

代
表
取
締
役

米
山

学
朋

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
七
十
億
六
千
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
九
日

掲
載
頁

一
二
七
頁
（
号
外
第
一
三
五
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
一
丁
目
四
番
一
号

入
間
新
光
特
定
目
的
会
社

取
締
役

三
品

貴
仙

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
三
億
五
千
万
円
減
少

し
、
優
先
出
資
三
億
五
千
万
口
を
一
口
に
つ
き
金
一
円
を

も
っ
て
有
償
消
却
し
、
消
却
に
要
す
る
金
額
を
金
三
億
五

千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。
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令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
一
七
番
五
号

Ｇ
Ｌ

Ｊ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

金
谷

正
文

債
権
申
出
の
公
告
（
第
一
回
）

当
社
規
約
型
企
業
年
金
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
に

確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
八
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
該

当
し
た
こ
と
に
よ
り
終
了
し
た
の
で
、
当
社
規
約
型
企
業

年
金
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し

出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

東
京
都
八
王
子
市
滝
山
町
二
丁
目
三
五
一
番
地

株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
ア
ル
プ
ス

規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

榎
本
太
一
郎

債
権
申
出
の
公
告
（
第
二
回
）

当
社
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
は
、
令
和
八
年
九
月

三
十
日
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
八
十
三
条
第
一
項
第
一

号
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
終
了
し
た
の
で
、
当
規
約
型

確
定
給
付
企
業
年
金
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第

一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
二
十
一
日
）
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

島
根
県
松
江
市
東
出
雲
町
揖
屋
六
六
七
番
地
一

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｓ
株
式
会
社

（
旧
三
菱
農
機
販
売
株
式
会
社
）

規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

岩
谷

裕
志

債
権
申
出
の
公
告
（
第
二
回
）

当
社
を
代
表
事
業
主
と
す
る
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年

金
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第

八
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
終
了

し
た
の
で
、
当
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
に
債
権
を
有

す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
二
十

一
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

島
根
県
松
江
市
東
出
雲
町
揖
屋
六
六
七
番
地
一

Ｍ
Ａ
Ｍ
株
式
会
社

（
旧
三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
株
式
会
社
）

規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

岩
谷

裕
志

債
権
申
出
の
公
告
（
第
二
回
）

当
社
を
代
表
事
業
主
と
す
る
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年

金
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第

八
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
終
了

し
た
の
で
、
当
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
に
債
権
を
有

す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
二
十

一
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

島
根
県
松
江
市
東
出
雲
町
揖
屋
六
八
六
番
地
一

リ
ョ
ー
ノ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
株
式
会
社

規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

岩
谷

裕
志


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